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行
事
等
が
変
更
・
延
期
・
中
止

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

申
し
込
み
・
参
加
等
を
す
る
場
合

に
は
主
催
者
に
ご
確
認
願
い
ま
す
。

▼
敷
　
金
　
決
定
家
賃
の
２
か
月

分
▼
駐
車
場
　
１
台
分
の
駐
車
ス
ペ

ー
ス
が
あ
り
ま
す
（
月
額
１
５

０
０
円
）。

▼
提
出
書
類
　
入
居
申
込
書
、
入

居
者
全
員
の
本
籍
記
載
の
住
民

票
、
所
得
証
明
書
、
納
税
証
明
書

▼
締
め
切
り

　
1
月
　
日
（
月
）　
時
ま
で

１５

１６

▼
決
定
方
法
　
希
望
者
が
重
複
し

た
場
合
、
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
建

設
管
理
グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
２

階
緯
４
２
・
２
２
２
３
）

　
市
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
入
居
資
格

茨
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方
（
持

ち
家
が
あ
る
方
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
）

芋
市
内
ま
た
は
近
隣
市
町
に
住
所

か
勤
務
先
が
あ
る
こ
と

鰯
市
税
等
に
滞
納
が
な
い
こ
と

允
一
定
の
収
入
以
内
で
あ
る
こ
と

印
確
実
な
連
帯
保
証
人
が
い
る
こ

と
咽
暴
力
団
員
で
は
な
い
こ
と

▼
家
　
賃
　
入
居
世
帯
の
収
入
に

よ
り
決
定
し
ま
す
。

※
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
か
ら

実
際
の
入
居
ま
で
お
お
よ
そ
１

か
月
を
要
し
ま
す
。

市
営
住
宅
入
居
者
募

市
営
住
宅
入
居
者
募
集集

■募集住宅

基本家賃階数面積種別住宅番号団地・地区名住宅区分

１９,１００円～６６,５００円４階６４㎡２ＬＤＫTH９－１４東光三区地区改良住宅

２５,１００円～７０,２００円３階７９㎡３ＬＤＫＭＨ１１－１２文珠高台団地公営住宅

広報うたしないへの広告を募集しています。

■広告の大きさ　　１枠　縦46mm×横182mm
　　　　　　　　　半枠　縦46mm×横89mm
■掲載料金　　市内の方　１枠 2,000円
　　　　　　　　　　　　半枠 1,000円
　（月額）　　　市外の方　１枠 5,000円
　　　　　　　　　　　　半枠 3,000円
くわしくは、企画広報グループ（市役所３階緯４２-３２１４）へ。

▼
入
居
資
格

茨
　
歳
以
上
の
単
身
者
、　
歳
以

６０

６０

上
の
方
の
み
の
世
帯
（
同
居
者

は
親
族
で
あ
る
こ
と
）、
双
方

ま
た
は
一
方
が
　
歳
以
上
の
夫

６０

婦
の
み
の
世
帯
の
方

芋
自
立
し
て
日
常
生
活
が
営
め
る

こ
と

鰯
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方
（
持

ち
家
が
あ
る
方
は
別
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
）

　
神
威
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
入

居
を
ご
希
望
の
方
は
、
次
の
と
お

り
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
住
宅

▽
住
宅
番
号
　
Ｋ
Ｈ
８
ー
　１０

▽
募
集
戸
数
　
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
・
１
戸

▽
基
本
家
賃
　
１
万
７
６
０
０
円

～
６
万
５
２
０
０
円

神
威
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ

神
威
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ンン

グ
入
居
者
募

グ
入
居
者
募
集集

を
所
有
し
て
い
る
方
は
駐
車
場

使
用
料
と
し
て
月
額
１
５
０
０

円
が
か
か
り
ま
す
。

▼
提
出
書
類
　
入
居
申
込
書
、
入

居
者
全
員
の
本
籍
記
載
の
住
民

票
、
所
得
証
明
書
、
納
税
証
明

書
▼
締
め
切
り
　
１
月
　
日
（
月
）

１５

　
　
時
ま
で

１６
▼
決
定
方
法
　
希
望
者
が
重
複
し

た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
建

設
管
理
グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
２

階
緯
４
２
・
２
２
２
３
）

※
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
か
ら

実
際
の
入
居
ま
で
お
お
よ
そ
１

か
月
を
要
し
ま
す
。

允
市
内
ま
た
は
近
隣
市
町
に
住
所

か
勤
務
先
が
あ
る
こ
と

印
市
税
等
に
滞
納
が
な
い
こ
と

咽
一
定
の
収
入
以
内
で
あ
る
こ
と

員
確
実
な
連
帯
保
証
人
が
い
る
こ

と
因
暴
力
団
員
で
は
な
い
こ
と

▼
家
　
賃
　
入
居
世
帯
の
収
入
に

よ
り
決
定
し
ま
す
。

▼
駐
車
場
　
家
賃
の
ほ
か
に
、
車
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次
の
日
程
で
移
動
献
血
車
「
ひ

ま
わ
り
号
」
が
市
内
を
巡
回
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
大
切
な
命
を
守
る

た
め
、
献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
と
　
き
　
１
月
　
日
（
金
）

１２

▼
と
こ
ろ
　
左
表
の
と
お
り

▼
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
事
業
グ
ル

ー
プ
（
市
役
所
２
階
緯
４
２
・

３
２
１
３
）

時　　間場　　所

１０：００～１１：２０市 役 所 前

１２：４０～１３：２０市 立 病 院 前

１３：４０～１４：２０道 の 駅 駐 車 場

■巡回場所と時間 献
血
に
ご
協
力

献
血
に
ご
協
力
をを

　
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発

校
で
は
、
令
和
６
年
度
の
訓
練
生

（
B
日
程
）
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

▼
対
象
者
　
障
が
い
を
お
持
ち
の

求
職
者

▼
募
集
訓
練
科
目
　
建
築
デ
ザ
イ

ン
科
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
機
械
科
、
総
合

ビ
ジ
ネ
ス
科
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
設

計
科
、
総
合
実
務
科

▼
願
書
受
付
期
間
　
第
２
回
１
月

　
日
（
金
）
～
２
月
　
日
（
月
）

１２

１９

ま
で
、
第
３
回
２
月
　
日
（
火
）

２０

～
３
月
　
日
（
木
）
ま
で

２８

▼
選
考
試
験
日
　
第
２
回
は
３
月

４
日
（
月
）、
第
３
回
は
４
月
４

日
（
木
）

▼
受
験
場
所
　
北
海
道
障
害
者
職

業
能
力
開
発
校
（
砂
川
市
焼
山

　
番
地
）

６０
▼
試
験
内
容
　
学
力
試
験
（
国
語
、

数
学
）、
面
接
試
験

▼
問
い
合
わ
せ
　
北
海
道
障
害
者

職
業
能
力
開
発
校
（
緯
５
２
・

２
７
７
４
）
ま
た
は
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
滝
川
公
共
職
業
安
定
所
砂

北
海
北
海
道道
障
害
障
害
者者
職
業
能

職
業
能
力力

開
発
校
訓
練
生
募

開
発
校
訓
練
生
募
集集

川
出
張
所
  （
緯
５
４
・
３
１
４

７
）

　
令
和
6
年
４
月
に
入
園
を
希
望

さ
れ
る
お
子
さ
ん
及
び
保
護
者
を

対
象
に
、
次
の
と
お
り
入
園
説
明

会
・
体
験
入
園
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

▽
１
号
認
定
　
平
成
　
年
４
月
２

３０

日
～
令
和
３
年
４
月
１
日
生
ま

れ
で
教
育
希
望
の
お
子
さ
ん
及

び
保
護
者

▽
２
・
３
号
認
定
　
就
労
等
に
よ

り
家
庭
で
保
育
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
就
学
前
の
お
子
さ
ん
及

び
保
護
者

▼
と
　
き
　
１
月
　
日
（
金
）　

１２

１０

認
定
こ
ど
も
園
入
園
説

認
定
こ
ど
も
園
入
園
説
明明

会
・
体
験
入
園
に
つ
い

会
・
体
験
入
園
に
つ
い
てて

時
～

▼
と
こ
ろ
　
認
定
こ
ど
も
園
あ
お

ぞ
ら

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
１

月
　
日
（
水
）
ま
で
に
認
定
こ

１０
ど
も
園
あ
お
ぞ
ら
（
緯
７
４
・

５
５
１
１
）
へ
。

▼
入
居
資
格

茨
　
歳
以
上
の
単
身
者
、　
歳
以

６０

６０

上
の
方
の
み
の
世
帯
（
同
居
者

は
親
族
で
あ
る
こ
と
）、
双
方

ま
た
は
一
方
が
　
歳
以
上
の
夫

６０

婦
の
み
の
世
帯
の
方

芋
自
立
し
て
日
常
生
活
が
営
め
る

こ
と

鰯
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方
（
持

ち
家
が
あ
る
方
は
別
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
）

　
東
光
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
入

居
を
ご
希
望
の
方
は
、
次
の
と
お

り
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
住
宅

▽
住
宅
番
号
　
Ｔ
Ｈ
　
ー
　

１３

１１

▽
募
集
戸
数
　
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
・
１
戸

▽
基
本
家
賃
　
１
万
８
６
０
０
円

～
６
万
９
７
０
０
円

東
光
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ

東
光
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ンン

グ
入
居
者
募

グ
入
居
者
募
集集

を
所
有
し
て
い
る
方
は
駐
車
場

使
用
料
と
し
て
月
額
１
５
０
０

円
が
か
か
り
ま
す
。

▼
提
出
書
類
　
入
居
申
込
書
、
入

居
者
全
員
の
本
籍
記
載
の
住
民

票
、
所
得
証
明
書
、
納
税
証
明

書
▼
締
め
切
り
　
１
月
　
日
（
月
）

１５

　
　
時
ま
で

１６
▼
決
定
方
法
　
希
望
者
が
重
複
し

た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
建

設
管
理
グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
２

階
緯
４
２
・
２
２
２
３
）

※
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
か
ら

実
際
の
入
居
ま
で
お
お
よ
そ
１

か
月
を
要
し
ま
す
。

允
市
内
ま
た
は
近
隣
市
町
に
住
所

か
勤
務
先
が
あ
る
こ
と

印
市
税
等
に
滞
納
が
な
い
こ
と

咽
一
定
の
収
入
以
内
で
あ
る
こ
と

員
確
実
な
連
帯
保
証
人
が
い
る
こ

と
因
暴
力
団
員
で
は
な
い
こ
と

▼
家
　
賃
　
入
居
世
帯
の
収
入
に

よ
り
決
定
し
ま
す
。

▼
駐
車
場
　
家
賃
の
ほ
か
に
、
車
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繋
緊
急
通
報
は
１
１
０
番
、
相
談

電
話
は
「
＃
９
１
１
０
」
へ

　
１
１
０
番
は
、
緊
急
の
事
件
・

事
故
な
ど
を
い
ち
早
く
警
察
へ
通

報
す
る
た
め
の
緊
急
電
話
で
す
。

慌
て
ず
、
落
ち
着
い
て
質
問
に
答

え
て
く
だ
さ
い
。

赤
歌
警
察
署
か
ら
の

赤
歌
警
察
署
か
ら
の
　
　

お
知
ら

　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せせ

　
警
察
官
が
早
く
到
着
で
き
る
よ

う
に
、
そ
の
場
所
の
住
所
や
目
標

・
目
印
と
な
る
建
物
な
ど
を
正
し

く
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　
緊
急
の
対
応
を
必
要
と
し
な
い

遺
失
物
・
拾
得
物
の
届
け
出
、
諸

手
続
に
関
す
る
照
会
な
ど
は
、
最

寄
り
の
警
察
署
、
交
番
、
駐
在
所

へ
の
電
話
を
、
相
談
や
警
察
業
務

に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
要
望
は
、

短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
「
＃
９
１
１
０
」

の
警
察
相
談
専
用
電
話
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

罫
落
氷
雪
、
除
雪
等
作
業
中
の
事

故
防
止
に
つ
い
て

　
次
の
こ
と
に
気
を
付
け
て
事
故

防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

茨
早
め
に
氷
雪
下
ろ
し
を
し
ま
し

ょ
う
。

芋
雪
下
ろ
し
作
業
は
複
数
人
で
行

い
、
安
全
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

鰯
除
雪
機
の
扱
い
に
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

茎
冬
道
の
交
通
事
故
防
止

茨
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
と
慎
重
な
運

転
を
し
ま
し
ょ
う
。

芋
時
間
に
余
裕
を
持
っ
た
運
転
を

し
ま
し
ょ
う
。

鰯
急
加
速
、
急
ブ
レ
ー
キ
、
急
ハ

ン
ド
ル
な
ど
「
急
」
の
つ
く
運

転
操
作
は
や
め
ま
し
ょ
う

允
交
差
点
の
死
角
に
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

印
吹
雪
な
ど
の
悪
天
候
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

　
以
上
を
守
り
、
安
全
運
転
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

荊
雪
害
に
対
す
る
備
え
を

　
雪
は
災
害
の
原
因
と
な
り
、
被

害
は
甚
大
に
な
り
や
す
い
の
が
特

徴
で
、
わ
た
し
た
ち
の
身
近
な
と

こ
ろ
に
危
険
性
が
潜
ん
で
い
ま
す
。

　
次
の
と
お
り
、
早
め
の
備
え
を

心
が
け
る
こ
と
で
、
雪
害
に
よ
る

被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
今
一
度
ご

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
天
候
を
確
認
し
、
複
数
人
で
定

期
的
な
除
雪
作
業
を
す
る
。

高
橋
揆
一
郎
文
学

高
橋
揆
一
郎
文
学
忌忌

　
　
第第
　
回
「
氷
柱
忌

回
「
氷
柱
忌
」」

１５１５

　
郷
土
館
「
ゆ
め
つ
む
ぎ
」
で
は
、

歌
志
内
ゆ
か
り
の
芥
川
賞
作
家
を

し
の
ぶ
「
氷
柱
忌
（
つ
ら
ら
き
）」

の
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
ま
す
。

　
直
筆
原
稿
や
、
創
作
ノ
ー
ト
な

ど
、
普
段
公
開
し
て
い
な
い
資
料

を
展
示
し
、
そ
の
足
跡
を
改
め
て

振
り
返
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▼
期
　
間
　
１
月
　
日
（
土
）
～

２７

２
月
　
日
（
日
）

１１

※
月
曜
日
休
館
（
祝
日
の
場
合
は

翌
日
が
休
館
）

▼
と
こ
ろ
　
郷
土
館
ゆ
め
つ
む
ぎ

▼
問
い
合
わ
せ
　
郷
土
館
（
緯
４

３
・
２
１
３
１
）

▽
大
雪
の
際
は
、
な
る
べ
く
外
出

を
控
え
る
。

▽
防
寒
対
策
を
講
じ
た
「
防
災
グ

ッ
ズ
」を
準
備
し
、
万
一
に
備
え

る
。

▽
万
一
に
備
え
て
家
族
と
安
否
確

認
の
方
法
に
つ
い
て
事
前
に
話

し
合
う
。

雪
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
も
、

雪
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
深

め
、「
ま
さ
か
」
の
事
態
に
備
え

ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
赤
歌
警
察
署
警

務
課
（
緯
３
２
・
０
１
１
０
）

　
収
集
作
業
員
が
ご
み
を
収
集
す

る
際
に
は
、
排
出
さ
れ
た
ご
み
が

正
し
く
分
別
さ
れ
て
い
る
か
ど
う

か
な
ど
、
ご
み
の
中
身
を
確
認
し

な
が
ら
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
黒
い
袋
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
な

ど
の
中
身
の
見
え
な
い
も
の
で
出

さ
れ
た
ご
み
は
収
集
で
き
ま
せ
ん
。

排
出
は
決
め
ら
れ
た
指
定
袋
に
よ

り
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
人
目
に
ふ
れ
さ
せ
た
く

な
い
生
理
用
品
等
に
つ
き
ま
し
て

は
、
新
聞
な
ど
に
包
ん
で
、
燃
や

せ
る
ご
み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。　

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ
　
環
境
交

通
グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
１
階
緯

４
２
・
３
２
１
７
）

家
庭
ご
み
の
出
し
方
に

家
庭
ご
み
の
出
し
方
に
つつ

いい
てて

　
市
内
の
事
業
所
で
は
、次
の
と

お
り
従
業
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

繋
介
護
員（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

▼
求
人
数
　
１
人
　
年
齢
不
問

罫
夜
間
専
門
支
援
員
 

▼
求
人
数
　
２
人
　
　
歳
以
上

１８

茎
電
子
部
品
組
立
工

▼
求
人
数
　
１
人
　
　
歳
以
下

５９

荊
生
活
相
談
員

▼
求
人
数
　
１
人
　
　
歳
以
下

４４

蛍
製
造
工

▼
求
人
数
　
１
人
　
年
齢
不
問

計
介
護
員（
支
援
員
）

▼
求
人
数
　
２
人
　
　
歳
以
下

６４

　
く
わ
し
く
は
、  ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
滝
川
公
共
職
業
安
定
所
砂
川

出
張
所
  （
砂
川
市
西
６
条
北
５

丁
目
緯
５
４
・
３
１
４
７
）へ
。

求
人
情
報

求
人
情
報
 （（
　
月月
　
日
現
在
）

日
現
在
）

１２１２

１１１１
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第
　
回
歌
志
内
な
ま
は
げ
祭
り

３８

が
、
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
２
月
４
日
（
日
）
は
、
会
場
に

大
き
な
包
丁
を
持
ち
、
全
身
に
み

の
を
ま
と
っ
た
「
な
ま
は
げ
」
が

登
場
し
て
、
勇
壮
な
踊
り
を
披
露

し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
無
病
息
災
を
願
う

も
ち
ま
き
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

翌
５
日
は
、
な
ま
は
げ
が
市
内
の

な
ま
は
げ
祭
り
開
催

な
ま
は
げ
祭
り
開
催
！！

事
業
所
や
施
設
を
訪
問
し
ま
す
。

　
９
日
に
は
「
家
内
安
全
」「
悪
霊

退
散
」
の
願
い
を
込
め
て
、
一
般

家
庭
や
飲
食
店
を
訪
ね
歩
き
ま
す
。

▼
と
　
き
　
２
月
４
日
（
日
）　１７

時
～

▼
と
こ
ろ
　
う
た
み
ん
駐
車
場
特

設
会
場

■
な
ま
は
げ
来
訪
希
望
家
庭
募
集

　
な
ま
は
げ
の
来
訪
を
希
望
す
る

ご
家
庭
は
、
左
記
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
来
訪
日
時
　
２
月
９
日
（
金
）

　
時
　
分
～

１８

３０

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
２

月
５
日
（
月
）
ま
で
に
、
な
ま

は
げ
の
会
事
務
局
山
中
（
勤
務

先
緯
４
２
・
２
４
９
５
）
へ
。

　
札
幌
弁
護
士
会
で
は
、
次
の
日

程
で
無
料
法
律
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。

　
債
務
整
理
、
交
通
事
故
、
離
婚
、

相
続
、
悪
質
商
法
な
ど
、
ど
の
よ

う
な
相
談
で
も
お
受
け
し
ま
す
。

　
ご
相
談
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず

事
前
に
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼
と
　
き

▽
１
月
　
日
（
火
）
　
時
～
　
時

１６

１０

１２

 後
  藤
 　

ご
 
と
う

 史
  彦
 　
弁
護
士

ふ
み
 ひ
こ

▽
１
月
　
日
（
火
）
　
時
～
　
時

３０

１０

１２

 佐
  藤
 　

さ
 
と
う

 雅
  一
 　
弁
護
士

ま
さ
 か
ず

▼
と
こ
ろ
　
う
た
み
ん

札
幌
弁
護
士

札
幌
弁
護
士
会会

無
料
法
律
相
談

無
料
法
律
相
談
会会

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
環

境
交
通
グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
１

階
緯
４
２
・
３
２
１
７
）

　
日
本
に
住
む
　
歳
か
ら
　
歳
ま

２０

６０

で
の
方
は
国
民
年
金
に
加
入
し
、

保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
保
険
料
を
未
納
に
し
て
い
る
と
、

病
気
や
け
が
な
ど
で
障
が
い
が
残

っ
た
と
き
に
障
害
基
礎
年
金
が
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
将
来
受
給

す
る
年
金
を
減
額
さ
れ
る
場
合
な

ど
も
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
学
生
の
方
や
収
入
等
が

な
く
保
険
料
の
支
払
い
が
困
難
な

場
合
は
、
次
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

繋
学
生
納
付
特
例
制
度

　
学
生
の
方
で
、
所
得
が
一
定
額

以
下
の
場
合
に
、
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で

す
。
　
対
象
と
な
る
学
生
は
、
大
学

（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、
高
等
学

校
、
高
等
専
門
学
校
、
特
別
支
援

学
校
、
専
修
学
校
及
び
各
種
学
校

（
修
業
年
限
が
１
年
以
上
の
課
程

に
在
学
し
て
い
る
方
）、
一
部
の

　
歳
に
な
ら
れ
た
方
は

歳
に
な
ら
れ
た
方
は
国国

２０２０民
年
金
の
加
入
手
続
き

民
年
金
の
加
入
手
続
き
をを

海
外
大
学
の
日
本
分
校
に
在
学
す

る
方
で
、
夜
間
・
定
時
制
課
程
や

通
信
課
程
の
方
も
含
ま
れ
ま
す
。

罫
納
付
猶
予
制
度

　
　
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
及
び

５０
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合
に
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
ど
ち
ら
の
制
度
も
、
承
認
さ
れ

た
期
間
は
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

取
る
た
め
に
必
要
な
期
間
に
算
入

さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映

さ
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
保
険
料

の
納
付
が
可
能
と
な
っ
た
と
き
に

「
追
納
制
度
」
を
ご
利
用
い
た
だ

け
れ
ば
、
将
来
受
け
取
る
年
金
を

増
額
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
く

わ
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
戸
籍
保
険
グ
ル

ー
プ
（
市
役
所
１
階
緯
４
２
・

３
２
１
７
）

 滝  本 
たき もと

　 健  人 　くん（左）
けん と

　活発でよくお兄ち
ゃんの真似をしてい
ます。みかんやバナ
ナ、いちごなどの果
物が大好きで、あれ
ばあるだけよく食べ
ます。　将来は、た
くましく、元気いっ

１歳５か月　～歌神川向地区～

ぱいに育ってくれたらうれしいです。
（今回はお兄ちゃん（右）も一緒に写りました）
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■
ふ
る
さ
と
納
税
　

▽
埼
玉
県
　
 林
 　

は
や
し

 美
  樹
 さ
ん
か
ら

み
 

き

　
　
　
　
　
　
　
現
金
１
万
円

▽
長
崎
県
　
 中
  川
 　

な
か
 が
わ

 文
 さ
ん
か
ら

あ
や

　
　
　
　
　
　
　
現
金
１
万
円

▽
埼
玉
県
　
 佐
  藤
 　

さ
 と
う

 順
  子
 さ
ん
か

じ
ゅ
ん
 
こ

自
衛
官
募

自
衛
官
募
集集

　
防
衛
省
で
は
、
令
和
５
年
度
の

自
衛
官
候
補
生
及
び
令
和
６
年
度

の
予
備
自
衛
官
補
の
募
集
を
行
っ

て
い
ま
す
。

繋
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
・
女
子
）

▼
応
募
資
格
　
　
歳
以
上
　
歳
未

１８

３３

満
の
方
（
現
在
　
歳
の
方
は
生

３２

年
月
日
に
よ
り
応
募
の
可
否
が

変
わ
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

▼
受
付
期
間
　
第
７
回
　
2
月
８

日
（
木
）
ま
で
（
年
間
を
通
じ

て
行
っ
て
い
ま
す
）

▼
試
験
日
　
第
７
回
　
２
月
　
日
１６

（
金
）、　
日
（
土
）

１７

罫
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
公
募
）

▼
応
募
資
格
　
　
歳
以
上
　
歳
未

１８

３４

満
の
方

▼
受
付
期
間
　
１
月
９
日
（
火
）

～
４
月
上
旬
ま
で

▼
試
験
日
　
　
４
月
中
旬
の
い
ず

れ
か
の
１
日

茎
予
備
自
衛
官
補
（
技
能
公
募
）

▼
応
募
資
格
　
　
歳
以
上
で
国
家

１８

免
許
資
格
等
を
有
す
る
方

▼
受
付
期
間
　
１
月
９
日
（
火
）

～
４
月
上
旬
ま
で

▼
試
験
日
　
　
４
月
中
旬
の
い
ず

れ
か
の
１
日

※
受
付
期
間
及
び
試
験
日
が
変
更

・
延
期
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
く
わ
し
く
は
自
衛
隊
札
幌

地
方
協
力
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
s://w

w
w
.m
o
d
.g
o

.jp
/p
c
o
/sa
p
p
o
ro
/

）
を
ご

確
認
い
た
だ
く
か
、
自
衛
隊
札

幌
地
方
協
力
本
部
滝
川
地
域
事

務
所
（
緯
２
２
・
２
１
４
０
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
本
市
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
自
宅
出
張
申
請
を
し
て
い
ま

す
。「
市
役
所
へ
行
く
の
が
困
難
」

「
仕
事
や
子
育
て
で
忙
し
い
」
と
い

う
方
を
対
象
に
職
員
が
直
接
ご
自

宅
へ
訪
問
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
自自

宅
出
張
申
請
に
つ
い

宅
出
張
申
請
に
つ
い
てて

ド
の
申
請
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。

　
申
請
に
必
要
な
手
続
き
や
顔
写

真
の
撮
影
を
無
料
で
行
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
市
役
所
で
は
郵
送
に
よ

る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
の

お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
お
仕
事
な
ど
で
日
中
に
市
役
所

へ
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

平
日
の
時
間
外
で
の
対
応
を
行
い

ま
す
の
で
、
必
ず
事
前
に
電
話
で

の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
戸
籍
保
険
グ
ル

ー
プ
（
市
役
所
１
階
緯
４
２
・

３
２
１
７
）

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
が
出
産
し
た
場
合
に
国
民
健

康
保
険
税
を
減
額
し
ま
す
。

▼
対
象
者
　
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
人
で
妊
娠
　
日
以

８５

上
の
分
娩
（
死
産
・
流
産
・
人

工
妊
娠
中
絶
含
む
）

■
減
額
の
内
容
　

▽
令
和
６
年
１
月
１
日
以
降
の
出

産
で
、
出
産
予
定
日
ま
た
は
出

産
日
の
属
す
る
月
の
前
月
か
ら

４
か
月
間

産
前
産
後
の
国
民
健
康

産
前
産
後
の
国
民
健
康
保保

険
税
を
減
額
し
ま

険
税
を
減
額
し
ま
すす

※
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、
出
産
予

定
日
ま
た
は
出
産
日
の
属
す
る

月
の
３
か
月
前
か
ら
６
か
月
間

減
額

▽
令
和
６
年
１
月
以
降
、
対
象
と

な
る
期
間
の
所
得
割
額
と
均
等

割
額
の
全
額

※
既
に
軽
減
（
７
割
・
５
割
・
２

割
）
の
該
当
に
な
っ
て
い
る
方

は
、
軽
減
後
の
税
額
（
３
割
・

５
割
・
８
割
）
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

▼
申
請
方
法
　
申
請
書
に
は
出
産

予
定
日
と
出
産
す
る
人
の
名
前

が
確
認
で
き
る
書
類
（
母
子
健

康
手
帳
や
親
子
手
帳
の
写
し
な

ど
）
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

※
申
請
書
は
市
役
所
窓
口
（
１

階
）
の
ほ
か
、
来
庁
が
困
難
な

方
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
電
話

に
て
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
戸
籍
保
険
グ
ル

ー
プ
（
市
役
所
１
階
緯
４
２
・

３
２
１
７
）
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